
 

 

 

２０２６年８月２６日 

東日本旅客鉄道株式会社 

 

「HERALBONY Art Prize 2026」 
ＪＲ東日本賞受賞作品「希望」で盛岡駅を彩ります！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 盛岡駅におけるアートバナー展示 

  ヘラルボニーが拠点を置く「岩手」の玄関口の盛岡駅で、ＫＩＹＯさんの作品を起用したアートバナ

ーを展示します。駅コンコースの壁面を活かした、大きなサイズでＫＩＹＯさんのアートをお楽しみく

ださい。 

 （１）展示期間 

    2026年 9月 5日(土)～2027年 8月頃（予定） 

    ※初日は、除幕式にてお披露目をした後からご覧いただけます。 

 （２）展示場所 

    盛岡駅在来線コンコース 

 （３）展示サイズ 

    横約 7.3ｍ×縦約 3.3ｍ 

 

２ 「駅たびコンシェルジュ」スタッフ制服へのデザイン起用 

  「駅たびコンシェルジュ」のスタッフが、「希望」をあしらったスカーフ・ネクタイを着用し、ご来

店のお客さまをおもてなしいたします。 

（１）実施期間 

   2026年 10月 5日(月)～2027年 3月 31日(水) 

（２）対象店舗 

   駅たびコンシェルジュ全店舗 

（３）実施協力 

   株式会社ＪＲ東日本びゅうツーリズム＆セールス 

 

 

〇JR 東日本グループは、勇翔 2034 で掲げる「すべての人の心豊かな生活」の実現を目指し、誰もが自分

らしく生きられる共生社会に向けた取組みを進めています。その一環として、株式会社ヘラルボニーと共

に、障がいのあるアーティストの活躍の場を広げることを目的に、駅や鉄道車両といったグループのアセ

ットを活用した展示や商品化を実現しています。 

○このたび、通算 3回目となる国際アートアワード「HERALBONY Art Prize 2026」（主催：株式会社ヘラル

ボニー）でＪＲ東日本賞を受賞した、ＫＩＹＯさんの作品「希望」をデザインに起用したアートバナーを

盛岡駅在来線コンコースに展示します。 

○このほか、駅たびコンシェルジュ（運営：株式会社ＪＲ東日本びゅうツーリズム＆セールス）のスタッフ

が「希望」をあしらったスカーフ、ネクタイを着用し、お客さまをおもてなしいたします。 

○引き続き、ＪＲ東日本グループは、アートとまちづくりを組み合わせた新たな価値創出や、誰もが暮らし

やすい共生社会の実現を目指します。 



 

３ アートバナー除幕式 

  盛岡駅でのＫＩＹＯさんの作品のアートバナー設置を記念し、除幕式を実施します。除幕式には、 

ＫＩＹＯさんご本人も出席予定です。 

（１） 日時 

2026年 9月 5日(土) 11時 00分～11時 15分 

（２） 場所 

盛岡駅在来線コンコース 

（３） 内容 

アートバナー除幕 等 

（４） 協力 

株式会社ヘラルボニー 

 

４ ＪＲ東日本賞 受賞作品について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＫＩＹＯ】       【希望】 

 

 

(参考) 

【HERALBONY Art Prize 2026について】 

「HERALBONY Art Prize」は、障害のあるアーティストたちが生み出した卓越した表現を称える国際アートアワード

です。障害という属性ではなく、一人のアーティストとしてその表現を評価し、受賞を新たな創作や発表の機会へ

とつなげることで、さらなる活躍の道を切り拓いていくことを目指します。 

これまで 3度の「HERALBONY Art Prize」を実施し、延べ 7,566点の応募が 94の国と地域から寄せられ、年齢や国

籍を問わず、世界中から多様な表現が集まりました。 

 

【株式会社ヘラルボニーについて】 

「異彩を、 放て。」をミッションに、障がいのイメージ変容と福祉を起点に新たな文化の創出を目指すクリエイティ

ブカンパニー。障がいのある作家が描く 2,000点以上のアート作品を IP ライセンスとして管理し、正当なロイヤリティ

を支払うことで持続可能なビジネスモデルを構築。自社ブランド「HERALBONY」の運営をはじめ、企業との共創やク

リエイティブを通じた企画・プロデュース、社員研修プログラムを提供するほか、国際アートアワード「HERALBONY 

Art Prize」の主催など、アートを軸に多角的な事業を展開しています。2024年 9月より海外初の子会社としてフラン

ス・パリに「HERALBONY EUROPE」を設立。 

コーポレートサイト：https://www.heralbony.jp/ 

 

 

幼少期より絵を描き続けている彼にとって制作
は欠かすことのできない行為であり、人生その
ものともいえる営みとなっている。画材はクレヨ
ン、ボールペン。指や顔をクレヨンで汚しながら
お絵かき帳に向き合い、制作の途中で納得が
いかない部分があれば細かく破り、すぐに次の
制作へと向かう。そのスピードは一日に数枚の
絵を描き上げるほど。日々移り変わる景色から
ヒントを得て描かれるその作品は、図形や生き
物を思わせる形態を力強く描き、時には紙の裏
面までも塗り重ねながら独自の色彩世界を展
開している。（株式会社ヘラルボニーによる受
賞作品紹介より） 

https://www.heralbony.jp/

